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地域活性化活動奨励事業 活動概要

小松もみ山保存会

活 動 名 地域の伝統行事「もみ山」の継続と保存

活動の概要 「瀬戸祭り」とは、大島大橋南詰め、飯の山の山裾に位置し、この島

の一宮といわれる「大多満根神社」の例大祭で、毎年５月１３日前後に

開催されて来た。ちなみに、この神社は瀬戸の明神様として、地域の人

々に崇められ親しまれている。

「もみ山」とは、この祭りにおいて、「加勢」として、しゃぎり・花

神子とともに、祭りを盛り上げている山車の１つであり、神社を挟む、

三蒲地区と小松地区から出ている。

時代が移り、交通運搬手段は、ＡＩトラックやドローンに変わろうと

しているが、かつて、瀬戸内海の至るところで、機帆船等が活躍した時

代があった。ここ周防大島においても、多くの船主があらわれ海運業が

盛んになって行った歴史がある。

北前船に代表されるように、儲けの大きい職業でもあったろうが、反

面、海運は命がけの危険と隣り合わせの仕事でもあった。

「瀬戸祭り・もみ山の起源」は、その関係者等が、母港である小松港に

戻り、安全と繁栄を祈願して、創り・盛り上げて来たものと言われる。

海の男たちの祭りであるから、昔からとても激しく力強いものであっ

たと伝え聞いている。「もむ（揉む）」とは、その激しく揺り動かす様子

を現したもので、高度経済成長期以前の青年団の若者たちにその勇まし

い姿は受け継がれてきた。

時代が移り、産業形態も代わり、海運に関わる仕事もトラック運送等

に代わり、従事する人も徐々に減少していくと同時に、近年は、この島

も過疎・少子・高齢化が加速度的にすすみ、地域の活力が失われて来て

いるのは忍びない。

そこで、われわれ保存会は、伝統行事の継続・保存の立場から、次に

掲げる、瀬戸祭り子供もみ山「運営のためのコンセプト４本柱」を旗印

に、多くの皆さんのご協力を得ながら、地道な活動を続けて来ている。

★もみ山の継続・運営（続ける）

★伝統地域行事の保存（記録を残す）

★青少年の健全育成（地域で子育て・見守り）

★地域のなごやかな人間関係づくり・地域の活性化（つながり・元気）

しかし、ここ２年間に及びコロナ禍において、諸行事が中止になり、

もみ山運行も例外でなく、再開が危惧されている。

成 果 そこで、今年度の主な活動の状況としては、地道な取り組みではある

が下記のとおりである。

○その１は、「もみ山関係情報収集シリーズ」の継続
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「旧大多満根神社周辺」の調査・研究

現在は御旅所となっている、旧神社跡や昔は船で参拝していた

という海岸の鳥居やその周辺等を取材した。

「サイノカミサマ（道祖神）」の調査・研究

昔は、この島に、大多満根神社に至る陸路はなかったと言い、

小松から隣り村の三蒲に至る道は、サイノトウゲ（賽の峠）と言

われる峠道であった。そして、その峠の境には、近隣の里からの魔

物や災い（感染症等も）をくいとめる道祖神があり、この地では、

サイノカミサマと呼ばれていた。この山道の調査もおこなったが、

近年、山の中に縦横無尽に立派な農道ができ、旧道をかき分けかき

分け訪ねてみたが、小松側の大部分が山と帰し、かつての街道の痕

跡はほとんどが消滅していた。

○その２は、「ふるさと学習」の実施

児童からの積極的な要望もあり、今年度も明新小学校３年生を対

象に総合学習の時間に実施した。もみ山の話だけでなく、この島の

成り立ちや郷土の歴史などにも触れたが、熱心によく聞いてくれた。

○その３は、「瀬戸祭り しゃぎり・子供もみ山 意見交換会」の開催

これまで、いろいろとメンバーを変えて実施してきたが、今回は、

紙面での実施の形をとった。

すると、多くの方々から、温かい前向きのご意見を多数いただい

た。コロナ禍で、人と人のつながりが薄らいでいると言われるが、

予想以上に、頼もしい成果となったと喜んでいる。

のぼり旗の掲揚は、今年度は１２月１０日に開催された交通安全

キャンペーン会場（明新小前大島環状線；県道）にて実施した。

○その４は、これまでの蓄積資料の整理・保存

伝統行事の継承は難しいものがある。そのためにも、これまで収

集してきた関係資料の整理は続けており、その充実を期し「備え」

に力を注いでいる。

今後の課題 過疎・高齢化・少子化・人間関係の希薄化、おまけに、コロナ禍と、

社会が大きく分断され、地域活性化のパワーが減退してきている今、祭

りに限らず、すべての行事・社会生活の先行きが極めて不安である。

ＳＮＳ等が普及し、そこを逃げ場にする子どもたちや、ネット依存に

陥る大人も多いという。個人が楽しむこと（ゲーム等）も魅力的であろ

うが、祭り等、みんなで楽しむ喜びも大切にして欲しいと、ふるさと学

習で子どもたちに伝えた。


